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クラウド活用

チャット編
知りたい！

令和７年７月１１日（金）
GIGA StuDX推進チーム プチ学習会
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いつでも、どこでも、だれとでも

対話できるのがいいですね。

チャットであれば、手軽に、
短文で情報共有ができます。

文字だけでなく、スタンプでも
反応を返せるのがいいですね。

共有したい情報を、思った時にすぐ

共有できるのがよさだと感じています。

情報はクラウドに残るので、

授業後にも確認しています。

授業でチャットを使っているみなさんの声



リーディングDXスクール事業事務局まとめ（資料公表準備中）

チャットを使って、情報共有するよさの一例

●手軽に、すぐに、情報を共有できる

→離れていても大丈夫、読んだ人はリアクションボタンで即レスできる

●URLを共有できる

→見つけた資料を共有できるので学びが広がりやすい

●自分のペースで読んだり発信したりできる

→児童生徒にとって各自の学びのペースに合わせやすい

●クラウドに記録が残る

→ログを遡って参照することができる



※各質問項目について、当該活動１回あたりの所要時間（分）を調査し、平均値を算出。デジタル活用前後の平均時間から差を算出。（p値はウィルコクソンの符号順位検定）

※青字は各活動の概ねの発生頻度 （１人１台の端末活用歴４年〜５年の教員３人で議論し合意したもの）
※西本壇、伊藤真紀，杉本啓馬，佐藤和紀，堀田龍也（2025）小・中学校における授業の準備や運営等をデジタル環境で行うことによる時間短縮の程度に関する調査．日本教育工学会研究報告集，2025(1)：発表予定 18

デジタルによる授業運営の効率化（導入を中心に）

※調査対象：全国の公立・私立の小学校・中学校に在籍する教師（回答数375人 有効回答数340人）
※調査方法：Webフォームによる。フェイス項目5項目、①授業の準備等：9項目の質問に対して、デジタル活用前・デジタル活用以後を問う計18項目、②授業の運営：14項目の質問に対して、デジタル活用前・デジタル活用以後を問う計28項目
※調査期間：2025年3月4日から3月9日までの5日間
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〇 今日の学習のキーワードは？

〇 どんな秋を見つけましたか？

チャットを使って、情報共有するよさの一例
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一部抜粋チャットの活用に慣れてきたら

R5リーディングDXスクール報告書より



6R6第2回リーディングDXスクール公開学習会より

チャットの活用に慣れてきたら
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チャットを活用していくために

GIGA端末はログが残るので、

１ 学校でトラブルが起きることをネガティブに思わず、
指導の機会が得られると捉える

 
２ 失敗しながら学ぶことが許される学校、生活だけで
なく情報モラルも同じ 

３ 学校で指導するから学校外のトラブルを減らしてい
ける、という感覚が必要 

校内の先生方に、このように伝えています。

活用を始めたころは、よくトラブルが
ありました。



リーディングDXスクール事業ポータルサイト
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https://leadingdxschool.mext.go.jp/


「GIGA×深い学び」 (全校種・全教科等)

デジタル学習基盤で「深い学び」が
実現する学習指導の例

QRコード

自動的に生成された説明

https://www.mext.go.jp/studxstyle/

	チャット編
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9


